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第３学年理科学習指導案 

  

１ 単元名 風やゴムで動かそう  

 

２ 考察  

（１）児童の実態 （略）  

 

（２）教材観  

 風やゴムには物を動かす力があり、その力の大きさが変化すれば物が動く様子も変わる。

本単元では、風とゴムの力と物の動く様子に着目して、それらを比較しながらそれぞれの力

の働きを調べる活動を通して、観察や実験の技能を身に付けさせる。さらに、主に差異点や

共通点を基に問題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度を養っていくもので

ある。  

 本単元ではまず袋を広げて風を受けたり、２年生の生活科で経験した「パッチンがえる」

やゴム鉄砲を飛ばしたりする活動を基に、風やゴムの「手ごたえ」を感じることから始める。

このとき感じた「手応え」を「風の力」や「ゴムの力」として置き換えて考えさせる。この

考え方は、第６学年に学習する「てこのはたらき」において、支点から力点までの距離に応

じて手応えが変わることにつながるものであり、科学的な思考を身につけていくことができ

る。また、風の強さと進む距離を計測し、その結果を実験を通して分かったことと区別させ

ながら表に整理することを通して、風の強さによる車の動き方の違いを比較し表現する力を

養うことができる。そして、送風機の角度や車を発進させる位置、車の先端を使って距離を

計測することを、繰り返しの実験の中で変えずに行うことで条件制御の考え方を身に付けて

いくことができる。  

また、本学級では風やゴムのはたらきについて「物を動かす」ことに言及できている児童

は少数であった。風やゴムは日常生活の中で身近にふれている物であるが、何気なく見過ご

していることがあると分かる。  

以上のことから、児童にとって身近なものを改めて深く見つめたり、科学的な見方や考え

方を深めたりするために有意義な単元だと考える。  

 

（３）教材の系統  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 生活科  

・身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりなどして、遊びや遊びに使う物を工

夫してつくりその面白さや自然の不思議さに気付き、みんなで遊びを楽しむことができ

るようにする。  

【本単元】風やゴムで

動かそう  

・風の力は、物を動か

す こ と が で き る こ

と。  

・ゴムの力は、物を動

かすことができるこ

と。  
５年 ふりこのきまり  

・糸につるしたおもりが一

往復する時間は、おもり

の重さなどによっては変

わらないが、糸の長さに

よってかわること。  

４年 とじこめた空気と水  

・  閉じ込めた空気を圧す

と、体積は小さくなる

が、圧し返す力は大きく

なること。  

６年 てこのはたらき  

・水平につり合った棒の支点

から等距離に物をつるし

て棒が水平になったとき、

物の重さは等しいこと。  

・力を加える位置や力の大き

さを変えると、てこを傾け

る働きが変わり、てこがつ

り合うときにはそれらの

間に規則性があること。  

・身の回りには、てこの規則

性を利用した道具がある

こと。  
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（４）指導方針及び学習活動への支援  

○「つかむ」の過程  

・障害物を気にしないで実験をすることができるように、本単元の実験は全て体育館で行う。 

・風やゴムの力を利用した物を紹介したり、実際にたしかめる活動を予告したりして、興味

を持たせ、単元全体の課題を設定できるようにする。  

○「追究する」の過程  

・正しく実験できるように、適切な風の当て方やゴムを伸ばす長さの変え方、さらに計測の

仕方や記録の仕方についても支援する。  

・風やゴムの実験をする際には、班員全員が活動に参加できるように、できるだけ少人数の

班編制をする。（４人１グループ、全８班）  

・根拠となるデータを見やすくするために、複数の実験結果を記述できるワークシートを準

備する。  

・児童が実験の中で自然にゴムの伸縮と移動距離との関係について考えを持てるように、

遠いところや近いところの両方が到達点となる「オリンピック会場（図２）」を設定

する。  

○「まとめる」の過程  

・風の強さやゴムを伸ばす長さと物の動き方との関係について自分の考えを表現できるよう

に、データを見直させたり、変えた条件を比較させたりする。  

・風の強さやゴムを伸ばす長さと物の動き方との関係を正しく理解できるように、今までの

実験結果や記録を一つ一つ振り返らせる。  

（５）授業中における生徒指導上の配慮事項・人権教育との関わり  

○多面的な児童理解  

 自力解決や自分の考えを伝え合う学習場面で、児童一人一人の思いや考えを理解し、よさ

を励ましていく。  

○自己存在感、自己決定を与える場  

 児童がお互いの行動や考えの良さを認め合えるように、教師が児童の小さな気付きを見取

り、良さを生かす機会や児童同士で助け合い意見を出し合える場を設定する。  

○共感的な理解ができる学級づくりへの配慮  

 児童一人一人の意見を共感的に受け止めるとともに、児童が友だちの意見をしっかり聞

き、認め合って学習できる雰囲気作りをする。  

 

３ 目標  

 生活科などでの体験を基に、風やゴムの力について、力の強さと物の動き方との関係に興

味をもち、実験を通して、風の強さやゴムを伸ばす長さを変えたときの物が動く様子を比較

し、風やゴムの物を動かすはたらきについての考えをもつことができるようにする。  

 

４ 評価規準  

【自然事象への関心・意欲・態度】  

・風の力によって物が動くことに興味をもち、進んで風を感じて、風のはたらきを調べよう

としている。  

・ゴムの力によって物が動くことに興味をもち、進んでゴムを使って遊び、ゴムのはたらき

を調べようとしている。  

【科学的な思考・表現】  

・実験結果を基に、風の強さによる車の動き方の違いについて、風が強いときと弱いときと

を比較し、自分の考えを表現している。  

・実験結果を基に、ゴムを伸ばす長さによる車の動き方の違いについて、ゴムを伸ばす長さ

が大きいときと小さいときとを比較し、自分の考えを表現している。  

【観察・実験の技能】  

・風の力で動く車を作り、当てる風の強さによる、車の動き方の違いを調べ、結果を記録し

ている。  
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・ゴムの力で動く車を作り、ゴムを伸ばす長さによる、車の動き方の違いを調べ、結果を記

録している。  

【自然事象についての知識・理解】  

・風には物を動かすはたらきがあり、そのはたらきは、風が強くなるほど大きくなることを

理解している。  

・ゴムには、物を動かすはたらきがあり、そのはたらきは、ゴムを伸ばす長さを長くするほ

ど大きくなることを理解している。  

 

５ 指導計画（全９時間、本時は第８時）  

  【単元構想の重点】 

      主 …主体的に学習を見通し自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な      

び」を重視した時間 

   対…児童同士の協働や教職員等との対話を手がかりに自己の考えを広げ深める「対話的な学

び」を重視した時間 

      深…主・対のつながりから、以下のことを重視した時間 

     ①知識を相互に関連付けてより深く理解することに向かう。 

     ②情報を詳しく調べて考えを形成することに向かう。 

     ③問題を見いだして解決策を考えることに向かう。 

     ④思いや考えを基に創造することに向かう。 

           

 

過  

程  

時  

間  

学習活動  学習活動への支

援  

重

点  

評価の観点  評価項目（方法）  

関  思  技  知  

 

 

 

 

 

 

つ

か

む  

１  ・外に出て、風によっ

て落ち葉や洗濯物な

どが動いている様子

から風の力を体験す

る。  

・輪ゴムを伸ばしたり

縮めたり、ゴムで動

く車を紹介したりし

てゴムには力がある

ことを体験する。  

・単元の課題を作る。  

 

 

 

○障害物を気に

しないで実験

をすることが

できるように、

本単元の実験

は全て体育館

で行う。  

○風が物を動か

すことに興味

をもてるよう

に、風の力を利

用した物を紹

介したり実験

の予告をした

りする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主  

○     風やゴムの力によ

って物が動くこと

に興味をもち、進ん

で単元の課題を考

えようとしている。 

（発言・行動観察） 

 

 

追

究

す

る  

２  ・風で動く車を作り、

うちわであおいだ

り、送風機の風を当

てたりして、車を動

かす。  

・車に当てる風の強さ

を変えて、車の動き

方の違いを調べる。  

○正しく実験で

きるように、適

切な風の当て

方、計測の仕

方、記録の仕方

について支援

する。  

 

 

 

 

 

 

  ○   風の力で動く車を

作り、当てる風の強

さによる、車の動き

方の違いを調べ、結

果を記録している。 

（行動観察・記録） 

単元の課題  

風やゴムにはどのようなはたらきがあるのだろうか  
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ま

と

め

る  

１  ・風の強さの違いによ

る、物の動き方の違

いをまとめる。  

○風の強さと物

の動き方との

関係を正しく

理解できるよ

うに、今までの

実験結果や記

録を一つ一つ

振り返らせる。 

    ○  風には物を動かす

はたらきがあり、そ

のはたらきは、風が

強くなるほど大き

くなることを理解

している。  

（発言・記録）  

 

 

 

つ

か

む  

１  ・ゴムを伸ばしたり、

ねじったりして、ゴ

ムの力を体感する。  

・ゴムで動く車を作る。 

・ものさしで発射台を

作る。  

・車を固定する台を作

る。  

○ゴムが物を動

かすことに興

味をもてるよ

うに、ゴムの力

を利用した物

を紹介したり、

実際に遊んだ

りする活動の

場を設定する。 

 

 

 

 

 

主  

○     ゴムの力によって

物が動くことに興

味をもち、進んでゴ

ムを使って遊び、ゴ

ムのはたらきを調

べようとしている。 

（発言・行動観察） 

 

 

 

 

追

究

す

る  

２  ・ゴムを伸ばす長さの

違いによる、車の動

き方の違いを調べ

る。  

・ゴムを伸ばす長さの

違いによる、物の動

き方の違いについて

まとめる。  

○正しく実験で

きるように、ゴ

ムを伸ばす長

さの変え方や、

計測の仕方、記

録の仕方につ

いて支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

  ○   ゴムの力で動く車

を作り、ゴムを伸ば

す長さによる、車の

動き方の違いを調

べ、結果を記録して

いる。  

（行動観察・記録） 

 

 

 

 

 

 

 

１  ・ねらったところに車

を止める活動を行

い、ゴムを伸ばす長

さを調節して、車を

ねらった所に止め

る。  

 

○根拠（既習事項

や本時の実験

結果）を基に考

察できるよう

に、解決の方法

だけでなく、そ

の理由も考え

られるような

問いかけをす

る。  

 

 

 

 

 

対  

・  

深  

①   

 ○    実験結果を基に、ゴ

ムを伸ばす長さに

よる、車の動き方の

違いについて、移動

距離を短くすると

きはゴムを伸ばす

長さを短くし、長く

するときには、ゴム

を伸ばす長さを長

くすればよいと考

え表現している。  

（発言・記録）  

 

 

 

ま  

と  

め  

る  

 

１  ・風のはたらきやゴム

のはたらきについて

学習したことをまと

める。  

・単元のまとめをする。 

・ゴムの本数を変えて

再度実験する。  

 

 

 

 

○学習内容を振

り返って次の

学習につなげ

ていくために、

今までの実験

や記録を一つ

一つ整理させ

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

主  

   ○  ゴムには、物を動か

すはたらきがあり、

そのはたらきは、ゴ

ムを伸ばす長さを

長くするほど大き

くなることを理解

している。  

（発言・記録）  

単元のまとめ  

風やゴムには物を動かすははたらきがあり、力の大きさを変えると、物が動く様子も

変わる。  
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６ 本時の学習  

（１） ねらい  

目的に合った距離まで車が動くように、条件を変化させて繰り返す活動を通し

て、ゴムの伸縮と移動距離の関係について考えを表現することができる。  

（２） 準備  

教師 掲示物、ワークシート、実験器具の予備  

児童 教科書、ノート、実験用車、発射台、探検バッグ、まきじゃく  

過 

程 

学習活動  時

間  

支援・指導上の留意点  

（☆は教師のしかけ）  

評価項目  

(方法)十分満足  

 

 

 

 

 

つ  

か  

む  

 

 

 

 

 

１ 既習事項の確認をする。  

（ゴムを長く伸ばすほど、物を

動かすはたらきは大きくなる

こととその実験結果を確認す

る。）  

２ 教師の演示実験を見て、本時

の問題をつかむ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

分  

 

 

 

 

・全員が見通しをもって課題の解決に

向かえるように既習事項を振り返ら

せる。（図１）  

 

 

・問題意識を持たせるために、車が進

みすぎてしまう例を実際に示し、前

時のように長く伸ばすだけではうま

くいかないことに気づかせ、問題を

つかませる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追  

究  

す  

る  

３ 予想を立てる。  

 

４ 教師から実験の形態、注意点、

ポイントなどの説明を聞く。  

 

 

 

 

 

５ 各班でゴムを伸ばす長さを話

し合いながら、車をゴムで動

かす実験を行う。  

（予想される児童の反応）  

A ねらったところよりも進み

すぎてしまったときは、ゴム

の伸ばし方を短くし、届かな

かったときには、長くすれば

よいと気づいている。  

 

B ゴムの伸ばし方を調節すれ

ばいいことは分かるが、言葉

で表現することができない。  

 

C ゴムを伸ばす長さをどのよ

うに調節すればよいか分から

ない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

分  

 

 

・問題解決の見通しを持たせるために  

 予想させるための声かけをする。  

☆ねらったところに車を止めるには、

どうすればよいか実験の中で自然に

気づけるように、様々な条件の会場

を用意する。（図２）  

☆既習事項をいつでも振り返ることが

できるように、前時の実験結果とま

とめの文章を黒板に拡大して掲示す

る。  

 

 

（予想される児童の姿に対する支援）  

A 賞賛し、自分の考えとその理由を

分からない子に伝えながら実験を

進めていくよう声をかける。  

 

B ワークシートの「進みすぎ」と「と

どかない」という言葉を使わせ、

例えば「進みすぎたときには…」

の続きを考えるよう助言する。  

 

C どうすればよいか気づいている児

童の発言を聞かせ、その意味が理

解できるよう言葉を付け足すなど

の支援をする。  

 

班の予想に対する教師の支援  

Ａ：賞賛し、発表ができるよう準備を

促す。  

Ｂ：もう一度１５ｃｍと２０ｃｍ伸ば

した時の場所とゴールの位置を

確認しながら、ゴールはその間に

あることに気付かせ、このことを

言葉に表すように促す。  

Ｃ：納得できる根拠を持った意見がど

れかをもとに考えていくよう指

示する。  

 

問 題  

ねらったところに車を止めるには、ゴムを伸ばす長さをどのようにしたらよいか  
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 ６ 実験の目的や途中経過を確認

し合う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 考察を記述する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆残りの実験時間の見通しをもてるよ

うにするために、実験を一時中断し、

実験の目的を再確認させる。  

☆常に本時の問題を意識させるため

に、問題に則した問いかけをする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆根拠（既習事項や本時の実験結果）

を基に考察できるように、解決の方

法だけでなく、その理由も考えられ

るような問いかけをする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考察を記述できない児童には、「進

みすぎた」「ゴムの長さ」などのキ

ーワードを提示する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<科学的な思考

・表現> 

実験結果を基

に、ゴムを伸ば

す長さによる、

車の動き方の

違いについて、

移動距離を短

くするときは

ゴムを伸ばす

長さを短くし、

長くするとき

には、ゴムを伸

ばす長さを長

くすればよい

と考え、根拠を

明確にして表

現している。  

(発言・記録) 

 

 

 

 

ま  

と  

め  

る  

８ 全体で考察を確認しながらま

とめを行う。  

 

 

 

 

９ 振り返りをする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

分  

・意図的指名により、数名の児童に発

表させる。  

・まとめを記述する際には、自身の考

察とまとめの文章を比較して、足り

ない表現を朱書きで追加させる。  

 

・次時の学習でしてみたいことを記述

してもよいことを伝える。  

 

 

・ねらったところに車は止まりまし

たか。  

・ねらったところに車が止まらない

時は、どんな場合がありましたか  

・ねらったところに車を止めるには、

どうすればよいかもう一度確かめ

合いながら残り時間の実験をしま

しょう。  

・届かなかったらどうしてゴムを伸

ばす長さを長くするの？  

(児童 ) ゴムをのばせばのばすほど

車は遠くまで動くから。（既習事項

より）  

・進みすぎたらどうしてゴムを伸ば

す長さを短くするの？  

(児童 )「ゴムを伸ばせば伸ばすほど

遠くに行く」の逆をやったらうまく

いったから。（本時の実験結果より） 

・ねらったところに車を止めるには、距離が足りなければゴムを伸ばす

長さを長くし、進みすぎたときにはゴムを伸ばす長さを短くすればよ

いとわかった。  

・次はゴムを二つにして実験してみたい。  


